
鰹1本釣漁業試歯並漁場調査

敏

一

夫
守
光

井

野

田

永
宇
柴

1．日．約

年度に引律き、匪考慮の分布状況並漁況と海況等を究明し、極■めて歴史の浅い本県鰹漁業の技術

上に資する目的で本試験を実施した。

2．方　法

（1）期間　昭和25年6月　5日から昭和25年8月12　日に至る聞

（勿海区　野島崎沖合から餃角沖合に至る海甚

…怜）使用船　調査胎茨城丸（総頓敦116腎90主硬調ディーゼル250王P）
毒（4）乗組貞　船長外47名

∴（劫漁具1本釣漁具

3．軽過概要並調査持果

（1）航海別調在結果

と　第　一　航　海

＝東北水研委嘱のN39●線上500浬横断海洋駁測実施のため6月7日鴨川で活餌を積込み．出港

鮫肌点に向ふ途中8日より10日迄歴尾崎沖合で鳥付カツオ群多数に遭遇し6，000′を釣獲した。′

鱒海図漁場は水温210－230級よりなる

北上主暖水帯内にあるが冷水帯の広範

鞠の分布の為め複雑な海況を呈してお

む，殊に E1430－－1460附近を中心と

して入り込む冷水帯の蛮達は極めて強

く此の雨間を1申長する2つの黒潮系暖

水帯をするどく圧迫していた。

今航海の橡定横断海洋親測500浬は

止し11日部珂湊に帰港した。

（Fig．1参照）

ぎ　第2航海

6月18日館山港出港、今航海は犬吠

沖朝一80裡附近より北東に進む北上暖

水帯に滑って調査し、20日堕屋崎東方

．釦浬附近の北上暖水帯の先端と恩は

・れる水温210－22b級海南にて調査操

．桑したが、餌付不良の為漁獲僅少、そ

の後第1回調査海直附近より　SEに向

料、22日昏屋崎東方180浬附近海直に
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ぉ。．E145．－147。N38。附近海笹の外側をSWに大きく入り込む冷水帝に沿うて反転南下し・

別42・N34・附近に逢しており、極めて複雑な海況を呈した■

今航海は水温21。－24。級よ。なるこの暖流系水筍濫沿うてt“）N37。－380E142－附近∴（ロ）

E145．m8。附盟海雇人㈹E145・－146・N36。附近一海慣盈調膚し各所に於て好漁場を牽見したが

汚陣哀封によ欄付は重く曹無であった○（Fig2参酌

て鳥付、飲倒鯨付の鰹群を嚢

見したが．活路衰弱箸しき為

餌付極めて不良であった024

日野島東方2脚－300理附近

の鰹漁場を調査し．ノバチー

カプチ．ビンナガ群を各所に

於て多数襲見するも漁獲成横

は極めて不良であった0

今航海渦豊海笹か海況漁況

を概略列記すると攻の通りで

ある。即ち水温210－220の

暖流系水苛は犬吠沖より北東

に進みE1430N380附近忙達

しているが．前句に引債き冷

水苛の圧迫によりその進漆は

主流よりEに分岐流を示して

∈　第　三　次　航　海

7月3日鴨川港出港．野島崎東方120浬海南附箆で餌付カツチ・

餌付良く4，の0耳（メパテ・

カツオ張り）を釣獲し6日那

珂漸港に帰港した○操業調査

海南は北上暖水帝の流軸上に

あって水温24・2°級内外のカ

ツタ、メバチ群で魔日1回蟄

見したのみで附近海宙には群

を発見することが刑死たかっ

た〇

億今航海の海況は概哺攻の

通わである。即ち東北東に伸

長する暖流系7K帝は著しく北

上し、その先端と思考される

水温200級の水帝はすでに

N40●附近海直に達していた。

この北上硬水帯に沿うて両側

メパチ群を襲兄妹葉した緒県・
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に冷水抑SWに即しており・この洛暖水帯の醐には承著硝境を示していた○ことに岸よ
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匡SW庭頭価す凄閥部は極めて複雑な潮境となっていたら（Fgi．3参照）

瘡　帝　国　女　航　海

7月16日那珂湊出港．今航海は金華山に沿うて北上する黒潮主流上の塑星崎沖近海のカプーチ沿岸

場を調査すべく実砲した二

去水温240級の曖流水群はN3

丁附妃にあって　Eに蛇行し

念がら北上し、前航海囲同校

縛よわは鋭い潮境を形成して

いた○歴屋崎沖のカップ漁場

；は水温23∵級に被はれ2－3

り魚群を見たが群は薄く少数

群であった。一方　E141848′

′N37●41′　附近調泰海区の束

側も240級水倍で鳥付大群が

相音数襲昆されたが餌付は皆

であった。同海国調査後更

北よりに調査しN380丁一390

逓1450－1470　附近海宙のカ

チ漁場を調査したが．同海

FigA　醍・膏血晩冬海鼠一旬　牒蔦嘉∴＝∴二・漁喀
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は鳥鮫鯨は大群が非常に多いが一般に餌付は極めて不良であった。（Fig・4参照）

ぞ　第　五　爽　航　海

7月16日鴨川港出港．20日より

録見したが餌付全く皆無同

笹はE1460－148　■方面か

甫西に張出す寒流水澤の東

にあたり水温210－26■級

水塊が各所に混在しサメ付

ツナ群が最も多く発見され

。叉　E150■　を中心とする

僻は何れも薮着た潮境が形

され腹雑を呈した。これら

海囁漁場は水温　22′－25°C

水帯に盤群の出鵠多く、魚

k4年魚が大部分を以て形成

され、3年魚が庫か混成して

いるのみである。肥満度21

－23を示した。（Fig．5参を腎）

∴ぞ第六次航海

E148。30′一1510：N38●30′－39030′の海国附近でサメ付群を多
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7月30日鴨川出軌8月1日金萄山東方200浬で餃付大群を発見し操業したが餌付は皆無であっ

03甲よ。同海直より北上しつつ調査し鮭崎ENE糾浬で鳥付けポ中小群を多数蟄見株雲したが
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餌付不良、これら調査海区は岸よわに発達する黒潮系暖水帝に当わ、甫下浄水槽に阻まれ乍らも

依然として強勢で殊に金華山沖よ鋸舵崎沖に北上する水温25●の水符を中心とする暖水帯の南側

牲極めて洗い潮境が形成され、全役的に鳥付、紋付トンボ群がを所に顎見されたが餌付は不良であ

った■。

閂■　魚．休：渕r　定

第2航海　E146°20′　N36°35′水23．60の海国に於て釣獲したカブタに就て、帰港後陸上調査に

よか河定した符兵は、2～3才魚が大部分で4才魚が僅か混成し、休層組成は43－47m内外の出
現が最も多く全体の52％を占め、体重組成1．即Og～2ごboogが全体の58％を占め、肥満度㌶・1を以
て形成されてゐる。　　　　　　　　　　　　　　4・

（㊥　漁獲適塩について

カツテ及びビンチョウ鮪につき、本願艦による資料並に茨城丸の調査繰菜海直の賃料から漁獲適

温を求めた。（Fig．6－9′0
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かっを漁業連絡試論表技等（昭和二十五年第1次航海）
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